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―
―
社
長
就
任
に
際
し
て

の
抱
負
を
。

　
飛
田
　
昨
年
度
は
事
業
の

再
構
築
に
注
力
し
て
い
た
た

め
、
前
向
き
の
仕
事
が
一
切

で
き
な
か
っ
た
。
今
年
度

は
、
単
年
度
ベ
ー
ス
で
の
黒

字
化
が
見
え
て
き
た
の
で
、

前
向
き
な
仕
事
に
取
り
組
ん

で
昨
年
度
ま
で
の
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
た
い
。
そ
の
第
一

弾
と
し
て
６
月
18
日
に
新
商

品
「
生
き
る
ん
じ
ゃ
！
」
を

発
売
し
た
。

　
―
―
事
業
の
再
構
築
で
注

力
し
て
き
た
こ
と
は
。

　
飛
田
　
大
き
く
三
つ
あ

る
。
一
つ
目
は
、
「
不
採
算

事
業
か
ら
の
撤
退
」
だ
。
保

険
金
支
払
い
で
大
き
な
赤
字

を
出
し
て
い
た
二
つ
の
商
品

を
売
り
止
め
に
す
る
た
め
、

昨
年
１
年
間
は
関
係
者
へ
の

お
詫
び
行
脚
に
終
始
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
保
険
金
の
支

払
い
や
新
契
約
計
上
な
ど
の

経
費
を
大
き
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
二
つ
目
は
「
人
員
削
減
」

で
、
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤

退
、
ア
ド
ミ
の
効
率
化
、
外

注
化
な
ど
で
人
員
を
削
減

し
、
人
件
費
を
大
き
く
圧
縮

し
た
。
リ
ス
ト
ラ
が
残
っ
た

社
員
の
士
気
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。

３
年
前
は
14
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
い
た
が
、
現
在
は
わ
た
し

を
含
め
６
人
で
運
営
し
て
い

る
。

　
三
つ
目
は
「
徹
底
し
た
コ

ス
ト
削
減
」
。
印
刷
発
注
先

や
顧
問
契
約
、
電
話
回
線

数
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
費
用
、
顧

問
契
約
な
ど
、
す
べ
て
の
経

費
を
見
直
し
た
。 

　
―
―
再
構
築
の
成
果
に
つ

い
て
。

　
飛
田
　
２
０
１
１
年
度
決

算
の
当
期
純
損
失
は
約
２
３

７
万
円
と
前
年
度
の
７
９
９

４
万
円
よ
り
７
１
５
７
万
円

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

前
年
度
末
３
６
１
・
８
％
だ

っ
た
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー

ジ
ン
比
率
も
８
５
５
・
８
％

（
12
年
３
月
）
ま
で
回
復

し
、
大
手
生
保
社
と
比
較
し

て
も
遜
色
の
な
い
数
値
に
な

っ
た
。
正
味
収
入
保
険
料

も
、
２
商
品
を
売
り
止
め
に

し
た
も
の
の
、
保
険
料
の
改

定
（
適
正
化
）
が
奏
功
し
、

対
前
年
26
・
６
％
増
の
２
億

７
１
１
９
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
―
―
今
年
度
の
業
績
見
通

し
に
つ
い
て
。

　
飛
田
　

11
年
度
は
責
任
準

備
金
の
積
み
増
し
が
あ
り
、

惜
し
く
も
単
年
度
黒
字
を
逃

し
た
が
、
今
年
度
は
、
初
の

単
年
度
黒
字
を
実
現
さ
せ
た

い
。

　
正
味
収
入
保
険
料
は
、
売

り
止
め
と
し
た
２
商
品
の
影

響
を
考
え
大
き
な
増
加
は
見

込
ん
で
い
な
い
が
、
新
商
品

の
「
生
き
る
ん
じ
ゃ
！
」
な

ど
の
民
間
介
護
保
険
は
、
医

療
保
険
や
が
ん
保
険
な
ど
に

比
べ
て
契
約
率
が
低
く
、
手

付
か
ず
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の

で
、
介
護
ニ
ー
ズ
を
喚
起
し

て
正
味
収
入
保
険
料
増
に
つ

な
げ
た
い
。

　
―
―
新
商
品
「
生
き
る
ん

じ
ゃ
！
」
発
売
の
背
景
は
。

　
飛
田
　
わ
た
し
の
母
が
要

介
護
４
と
認
定
さ
れ
、
介
護

の
大
変
さ
を
実
感
し
た
。
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
１

回
６
万
円
、
通
院
の
た
め
の

介
護
タ
ク
シ
ー
が
１
回
１
万

２
０
０
０
円
も
掛
か
る
こ
と

な
ど
は
、
身
内
が
そ
の
状
況

と
な
り
初
め
て
知
っ
た
。
身

体
・
精
神
的
な
大
変
さ
に
加

え
、
公
的
介
護
保
険
で
費
用

が
全
額
賄
え
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、

こ
の
商
品
の
企
画
と
な
っ

た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
両
親
が

要
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
き

の
備
え
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。

　
―
―
他
社
商
品
と
比
較
し

た
強
み
は
。

　
飛
田
　
要
介
護
認
定
４
ま

た
は
５
の
介
護
認
定
を
支
払

い
要
件
と
す
る
商
品
は
多
い

が
、
「
生
き
る
ん
じ
ゃ
！
」

は
、
公
的
介
護
保
険
の
対
象

に
な
ら
な
い
39
歳
以
下
の
加

入
者
が
同
じ
状
態
に
な
っ
た

場
合
で
も
保
険
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
目
新

し
い
と
思
う
。

　
さ
ら
に
、
労
災
障
害
等
級

２
級
ま
た
は
１
級
が
残
っ
た

と
き
や
死
亡
時
に
も
保
険
金

を
全
額
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
充
実
し
た
保
障

を
少
額
短
期
保
険
な
ら
で
は

の
家
計
に
優
し
い
保
険
料
で

提
供
で
き
る
の
も
強
み
だ
。

　
―
―
新
商
品
の
反
響
は
。

　
飛
田
　
Ｆ
Ｐ
や
代
理
店
か

ら
の
反
響
は
上
々
だ
。
日
本

の
財
政
状
況
か
ら
も
、
今

後
、
公
的
介
護
保
険
が
拡
充

さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、

民
間
の
介
護
保
険
に
よ
る
備

え
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
一
方
で
、
介
護
の
備
え

の
必
要
性
や
民
間
介
護
保
険

に
対
す
る
認
知
度
は
ま
だ
ま

だ
高
い
と
は
い
え
な
い
。
こ

れ
ら
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

課
題
の
一
つ
だ
。

　
―
―
認
知
度
向
上
に
向
け

て
の
推
進
策
は
。

　
飛
田
　
メ
デ
ィ
ア
発
信
力

の
あ
る
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
介
護
へ

の
備
え
の
啓
発
、
集
客
力
の

あ
る
代
理
店
さ
ん
に
よ
る
販

売
、
さ
ら
に
は
介
護
事
業
を

展
開
す
る
企
業
な
ど
と
も
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
た

い
。

　
―
―
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
に
つ

い
て
。

　
飛
田
　
対
面
代
理
店
チ
ャ

ネ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
特

化
型
代
理
店
な
ど
、
既
存
チ

ャ
ネ
ル
の
活
性
化
を
目
指

す
。
当
社
と
組
ん
で
い
た
だ

け
る
代
理
店
に
は
特
化
し
て

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。
介
護
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
進
出
で
、
新

た
な
提
携
先
も
開
拓
し
た

い
。
近
年
注
力
し
て
き
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ネ
ル
経

由
で
の
申
し
込
み
は
、
新
契

約
で
は
６
割
を
占
め
る
（
代

理
店
サ
イ
ト
含
む
）
よ
う
に

な
っ
た
。
単
価
の
低
い
当
社

の
商
品
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

チ
ャ
ネ
ル
と
の
親
和
性
は
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
同
チ

ャ
ネ
ル
で
ブ
ラ
ン
ド
力
・
集

客
力
の
あ
る
代
理
店
や
他
業

種
企
業
な
ど
と
積
極
的
に
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
―
―
こ
れ
ま
で
の
職
歴
に

つ
い
て
。

　
飛
田
　
新
卒
で
ア
リ
コ
ジ

ャ
パ
ン
に
入
社
し
、
生
保
ブ

ロ
ー
カ
ー
、
損
保
ブ
ロ
ー
カ

ー
、
エ
ー
ス
損
保
、
保
険
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
保

険
業
界
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
で

経
験
を
積
ん
で
き
た
。
こ
れ

ま
で
２
社
の
会
社
立
ち
上
げ

に
携
わ
っ
た
が
、
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

苦
い
経
験
も
あ
る
。
当
社
で

は
今
ま
で
の
失
敗
体
験
も
含

め
、
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
保
険
業
界
は

専
門
領
域
が
深
く
、
狭
い
縦

割
り
が
一
般
的
だ
が
、
外
資

系
保
険
会
社
勤
務
時
代
に
新

商
品
の
企
画
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
チ
ャ
ネ
ル

開
拓
、
商
品
構
成
、
約
款
内

容
、
ア
ド
ミ
構
築
、
シ
ス
テ

ム
構
築
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
、
保
険
金
支
払
い
、

研
修
、
代
理
店
訪
店
、
収
支

管
理
ま
で
横
断
的
に
ま
と
め

る
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
が
今

の
会
社
で
役
に
立
っ
て
い
る

と
思
う
。

　
―
―
社
長
と
し
て
目
指
す

組
織
づ
く
り
と
は
。

　
飛
田
　
株
主
が
自
由
に
運

営
を
任
せ
て
く
れ
て
お
り
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
個
々
人
が
能
力
を
１
０
０

％
以
上
発
揮
で
き
る
組
織
を

目
指
し
て
い
る
。
当
社
で
働

く
こ
と
で
、
個
々
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
こ
と
が

理
想
的
だ
。
ス
ト
レ
ス
な
く

能
力
を
発
揮
す
る
環
境
を
整

え
る
の
が
わ
た
し
の
役
割
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
―
―
中
長
期
的
に
目
指
す

こ
と
は
。

　
飛
田
　
今
年
度
を
皮
切
り

に
黒
字
基
調
を
維
持
し
、
将

来
的
に
は
早
期
の
累
損
解
消

を
目
指
す
。
大
手
生
損
保
で

は
採
算
が
取
れ
な
い
ニ
ッ
チ

な
市
場
で
人
々
に
安
心
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
保

険
会
社
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

新
商
品
で
介
護
ニ
ー
ズ
を
喚
起

　
ブ
ロ
ー
ド
マ
イ
ン
ド
少
額
短
期
保
険
は
４
月
、
飛

田
浩
志
氏
が
新
社
長
に
就
任
し
た
。
１
年
前
か
ら
財

務
体
質
の
改
善
と
事
業
の
再
構
築
に
努
め
て
き
た
同

氏
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今
年
後
の
業
績
の
見
通

し
、
６
月
に
発
売
し
た
新
商
品
の
反
響
や
チ
ャ
ネ
ル

戦
略
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ブロードマインド少額短期保険　飛田浩志新社長に聞く

今年度、初の単年度黒字を視野に

注力の介護保険
「生きるんじゃ！」

飛田氏

注
力
の
ネ
ッ
ト
経
由
、新
契
の
６
割
に


